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綱
が
あ
れ
ば
で
き
る

　

國
部
監
督
が
綱
引
き
を
始
め
た
き
っ

か
け
は
、
散
歩
し
て
い
た
時
に
、「
綱

引
き
の
練
習
を
見
に
来
ま
せ
ん
か
」
と

声
を
か
け
ら
れ
た
こ
と
で
し
た
。
誘
わ

れ
る
ま
ま
、
練
習
に
参
加
す
る
こ
と
に

な
り
、
綱
引
き
用
の
靴
ま
で
買
っ
て
い

ま
し
た
。

　

靴
を
買
っ
た
以
上
続
け
な
け
れ
ば
と

思
い
、
綱
引
き
チ
ー
ム
に
入
り
練
習
を

重
ね
る
う
ち
に
、
他
の
綱
引
き
チ
ー
ム

の
一
員
で
あ
っ
た
ご
主
人
と
出
会
い
結

婚
さ
れ
ま
し
た
。

　

家
族
の
な
か
で
は
綱
引
き
は
特
別
な

こ
と
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
家
事
・

子
育
て
・
仕
事
で
多
忙
な
な
か
、
少
し

競
技
か
ら
離
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な

時
、
小
６
の
長
男
か
ら
同
級
生
と
の
思

い
出
作
り
の
た
め
、
綱
引
き
県
大
会
に

参
加
し
た
い
と
相
談
さ
れ
ま
し
た
。
綱

引
き
の
経
験
が
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

競
技
指
導
を
す
る
こ
と
に
し
打
田
綱
引

倶
楽
部
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
練
習
場

所
の
確
保
な
ど
に
苦
労
し
な
が
ら
１
年

間
の
実
績
を
作
り
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

に
登
録
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

小
学
生
の
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ー
ム
（
打
田

合図は「Ｓteady Pull !!」
＃打田綱引倶楽部 × 広報委員会

綱
引
倶
楽
部
）
と
中
高
生
・
大
学
生
の

ユ
ー
ス
チ
ー
ム
（
桃
太
郎
）（
桃
女
会
）

が
あ
り
、練
習
は
一
緒
に
し
て
い
ま
す
。

監
督
は
「
こ
の
ク
ラ
ブ
の
良
さ
は
、
年

齢
や
性
別
に
関
係
な
く
楽
し
み
な
が
ら

で
き
る
こ
と
」
だ
と
話
さ
れ
ま
す
。

み
ん
な
の
居
場
所

　

コ
ー
チ
や
友
達
に
誘
わ
れ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
始
め
る
こ
と
が
多
い
子
ど

も
た
ち
で
す
が
、
練
習
日
を
週
に
５
日

設
け
て
い
る
の
で
部
活
や
塾
の
後
、
自

分
の
都
合
の
良
い
時
に
来
て
綱
引
き
を

続
け
て
い
ま
す
。
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昨年の全国大会にて

　

学
校
か
ら
持
ち
帰
っ
た
お
便
り
を
見

た
お
父
さ
ん
が
「
面
白
そ
う
」
と
競
技

を
始
め
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
参
加
し

て
い
る
家
族
や
、
子
ど
も
が
や
っ
て
い

る
か
ら
自
分
も
始
め
た
と
い
う
お
母
さ

ん
も
い
ま
し
た
。
家
族
で
参
加
さ
れ
て

い
る
子
ど
も
た
ち
が
多
い
の
も
安
心
だ

と
思
い
ま
す
。

　

倶
楽
部
に
来
れ
ば
年
代
が
さ
ま
ざ
ま

な
子
ど
も
た
ち
は
和
気
あ
い
あ
い
と
い

ろ
い
ろ
な
話
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
保
護
者
か
ら
「
倶
楽
部
を
や

め
さ
せ
る
」
と
の
話
が
出
た
と
き
に
は

「
子
ど
も
自
身
に
決
め
さ
せ
て
あ
げ
て

ほ
し
い
」
と
伝
え
る
よ
う
に
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
。

　
「
自
分
で
決
め
る
」。
こ
の
こ
と
は
練

習
メ
ニ
ュ
ー
で
も
同
じ
だ
と
話
さ
れ
ま

す
。
自
分
た
ち
に
は
今
、
ど
ん
な
練
習

が
必
要
な
の
か
を
子
ど
も
た
ち
自
身
が

話
し
合
い
、
メ
ニ
ュ
ー
を
決
め
て
い
る

そ
う
で
す
。

楽
し
さ
を
知
っ
て

　

練
習
相
手
が
近
く
に
お
ら
ず
、
他
府

県
ま
で
出
向
か
な
い
と
い
け
な
い
こ
と

に
困
っ
て
い
ま
す
。
相
手
チ
ー
ム
と
試

合
を
す
る
度
に
学
ぶ
こ
と
は
多
い
の
で

「
も
っ
と
強
く
な
っ
て
、
こ
ち
ら
に
来

て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
」
を
目

標
に
し
て
い
ま
す
。

　

綱
引
き
の
魅
力
は
８
人
が
１
本
の
綱

を
握
り
、
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
な
い
心

を
ひ
と
つ
に
で
き
る
こ
と
で
す
。
ま
ず

は
、
綱
引
き
の
魅
力
と
楽
し
さ
を
知
っ

て
も
ら
い
、
競
技
人
口
を
増
や
し
た
い

と
監
督
は
話
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に

倶
楽
部
の
様
子
を
動
画
撮
影
し
、
楽
し

さ
を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
発
信
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

連
覇
を
目
指
し
て

　

コ
ロ
ナ
禍
で
学
校
が
休
業
で
施
設
も

使
え
な
い
時
は
練
習
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
徐
々
に
規
制
が
緩
和
さ
れ
る
な

か
、
感
染
予
防
と
マ
ス
ク
着
用
で
練
習

を
続
け
て
い
た
お
か
げ
で
、
昨
年
は
千

葉
県
で
開
催
さ
れ
た
全
国
大
会
に
お
い

て
、
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
は
全
国
的
に
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
規

制
が
緩
和
さ
れ
た
こ
と
で
出
場
チ
ー
ム

が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
優
勝
は

難
し
い
と
考
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

で
も
、
子
ど
も
た
ち
に
目
標
を
聞
く

と
、「
優
勝
」「
連
覇
」
と
み
ん
な
が

声
を
揃
え
て
元
気
に
答
え
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
の
う
え
で
ユ
ー
ス
の
子
ど
も
た

ち
は
ジ
ュ
ニ
ア
の
育
成
に
も
力
を
入
れ

て
い
き
た
い
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

打
田
綱
引
倶
楽
部
の
子
ど
も
た
ち
は

い
つ
も
の
び
の
び
と
気
軽
に
楽
し
く
練

習
に
参
加
し
て
い
ま
す
が
、
大
会
の
時

に
は
、
み
ん
な
が
集
中
し
て
試
合
に
臨

ん
で
い
ま
す
。
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
の

成
長
を
私
た
ち
も
期
待
し
、
応
援
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（

中
村
・
並
松
）
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●
第
１
回
定
例
会
●

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

定
例
会　

会
期　

33
日
間 

2
月
22
日
～
3
月
25
日

　

・
一
般
質
問　

９
名
が
登
壇

※
議
会
だ
よ
り
は
、
主
な
議
案
を
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
他
の
議
案
や
結
果
に

つ
き
ま
し
て
は
、
紀
の
川
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
議
会
事
務
局
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

３件に
注目！

改
善
の
必
要
も
？

１
　

平
成
17
年
に
犯
罪
被
害
者
基
本
法
が
施
行
さ
れ
、
犯
罪
被
害
者
等
の
負
担

を
早
期
に
軽
減
し
、
平
穏
な
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
社
会
実
現
の
た

め
に
、
地
域
の
状
況
に
応
じ
た
施
策
の
策
定
・
実
施
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

（
議
案
第
22
号
）
紀
の
川
市
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

Ｑ
支
援
内
容
を
規
則
委
任
に
し
た
理
由

は
。

Ａ
市
民
に
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
と
考

え
た
た
め
で
す
。

Ｑ
交
通
事
故
は
対
象
に
な
り
ま
す
か
。

Ａ
交
通
事
故
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

対
象
に
な
る
の
は
、
刑
法
に
定
め
ら

れ
た
身
体
的
な
犯
罪
に
関
す
る
こ
と

だ
け
で
す
。

Ｑ
被
害
者
等
の
情
報
は
当
事
者
の
意
思

で
市
役
所
に
届
く
の
で
す
か
。

Ａ
同
意
し
て
も
ら
っ
て
か
ら
に
な
り
ま

す
。

　

定
例
会
の
議
案
は

　

市
長
提
出
議
案

　

・
専
決
処
分
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
２
件

　

・
人
事
案
件
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
24
件

　

・
条
例
の
制
定
・
改
正
・
・
・
・
・
・
・
10
件

　

・
令
和
５
年
度
補
正
予
算
・
・
・
・
・
・
７
件

　

・
令
和
６
年
度
予
算
・
・
・
・
・
・
・
・
10
件

　

・
そ
の
他
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
１
件

　

請
願
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
１
件

　

令
和
６
年
度
予
算
修
正
案
・
・
・
・
・
・
１
件

　

議
員
提
出
議
案

　

・
附
帯
決
議
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
１
件
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合
併
し
紀
の
川
市
が
で
き
て
か
ら
初
め
て
報
酬
が
上
が
り
ま
す
。

　

紀
の
川
市
発
足
時
30
名
の
議
員
で
は
じ
ま
り
、
現
在
定
数
20
名
ま
で
削
減

し
て
き
た
背
景
が
あ
り
、
議
会
改
革
検
討
委
員
会
（
任
意
）
で
議
論
を
し

て
き
た
。

◎
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業
補
助
金
（
４
３
０
０
万
円
）

　

令
和
５
年
６
月
２
日
の
豪
雨
に
よ
る
個
人
農
地
、
農
業
施
設
災
害
に
対

し
て
補
助
す
る
も
の
で
す
。

条
例
改
正
に
至
る
経
緯

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

Ｑ
今
回
の
よ
う
に
激
甚
災
害
の
指
定
を

受
け
な
け
れ
ば
、
個
人
の
農
地
、
施

設
は
対
象
に
な
ら
な
い
の
か
。

Ａ
指
定
さ
れ
な
け
れ
ば
補
助
金
は
あ
り

ま
せ
ん
。

Ｑ
災
害
の
場
合
、特
例
な
ど
の
考
え
は
。

Ａ
個
人
農
地
に
対
し
て
は
国
庫
の
災
害

復
旧
事
業
で
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

成
り
手
不
足
の
解
消
に

３

農
業
施
設
災
害
復
旧
事
業

２

（
議
案
第
26
号
）
紀
の
川
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

（
議
案
第
32
号
）
令
和
５
年
度
紀
の
川
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）
に
つ
い
て

・
議
員
の
成
り
手
不
足
な
ど
の
問
題
も
あ

り
、
若
者
の
政
治
参
加
に
な
る
の
で

は
な
い
か
。
報
酬
で
は
あ
る
が
、
生

活
給
と
し
て
の
一
面
も
あ
る
。

・
県
内
各
市
や
類
似
団
体
と
比
較
検
討

を
行
っ
た
。

　

令
和
３
年
末
に
特
別
職
等
報
酬
審
議
会

に
諮
問
し
て
ほ
し
い
と
市
長
に
打
診
し
、

審
議
会
か
ら
の
答
申
を
受
け
、
今
回
条
例

改
正
が
提
案
さ
れ
た
。

（月額） 改正前 改正後
議　長 460,000 480,000
副議長 410,000 440,000
議　員 370,000 400,000

　 （参考）
岩出市　　　 議員  　　　410,000
海南市　　 　議員  　　　440,000
橋本市　　 　議員  　　　440,000
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　令和６年度紀の川市一般会計予算については、賛成多数で可決されました。　
　しかし、令和 6 年度の予算を審議した予算小委員会委員長が提案者となり、議長を除く全議員が賛成者
となり附帯決議（案）が提出され、全議員の賛成を得て可決されました。

要旨
　本予算（案）には、桃源郷運動公園基本計画策定委託料として 2 千万円が計上されている。これは公園を
再整備するための基本計画であり、令和 5 年度に策定する基本構想を踏まえ具体的な計画を策定するもの
である。
　しかし、現段階において議会に対して十分な説明もなく、市の方向性も示されていないなかで進められて
いる。
　桃源郷運動公園再整備については、地域の活性化につながる拠点づくりを目指しており必要な事業だと考
えるが、今後の事業遂行にあたっては下記の事項に十分留意して取り組むよう強く求める。

決議事項
１　「桃源郷運動公園基本構想」については速やかに議会に報告、説明すること。

２　予算の執行にあたっては、議会への説明を十分行った上で、適切な時期に執行すること。

３　事業の進捗状況については、適時議会に報告すること。

４　「桃源郷運動公園基本計画」策定については、議会、利用者などの意見を広く取り入れること。

５　今後、再びこのような事のないよう、附帯決議については真摯に取り組むこと。

会　計 令和６年度 比較 （対５年度比）

一般会計 ３３０億３，０００万円 9.4%

特別会計 １７４億１，４８０万円 2.7%

公営企業会計 5 ４億４，４１３万９千円 △ 2.8%

合　計 ５５８億８，８９３万９千円 6.0%

過去2番目の予算規模 平成24年度以来

当初予算額の比較

桃源郷運動公園再整備予算に附帯決議

一般会計当初予算額の推移

（単位：億円）

330.3

291.8
300

320

340

280

301.9

6年度3年度2年度 5年度4年度

　市長（執行機関）より提案された予算や条例などの議案に対して、その執行にあたっての議会としての
要望や意見などを表すもの。
　法的な拘束力はないが、市長はこの要望や意見などを尊重する政治的・道義的な責任を負う。

附帯決議とは？
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定
住
は
紀
の
川
市
に
決
め
ま
す
！

Pick up
１◎

結
婚
新
生
活
支
援
事
業
補
助
金
（
９
０
０
万
円
）

　　

結
婚
間
も
な
い
39
歳
ま
で
の
夫
婦
を
対
象
に
、
賃
貸
住
宅
へ
の
入
居
に
か

か
る
経
費
と
し
て
、
家
賃
、
敷
金
、
礼
金
、
共
益
費
、
賃
貸
仲
介
料
、
引
っ

越
し
費
用
を
最
大
30
万
円
支
援
し
ま
す
。（
３
年
以
上
継
続
居
住
が
条
件
）

Ｑ
婚
姻
届
の
対
象
期
間
は
。

Ａ
令
和
６
年
３
月
１
日
か
ら
令
和
７
年

３
月
31
日
ま
で
で
す
。

Ｑ
居
住
年
数
３
年
未
満
に
、
家
を
取
得

し
た
場
合
は
若
者
定
住
促
進
住
宅
取

得
奨
励
金
を
活
用
で
き
る
の
か
。

Ａ
対
象
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
所
得
制
限
は
。

Ａ
夫
婦
の
所
得
合
わ
せ
て
５
０
０
万
円

未
満
で
す
。

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

安
全
で
快
適
な
学
童
保
育
を
目
指
し
て　

Pick up
2◎

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
委
託
料（
１
億
９
６
２
２
万
２
千
円
）

　　

令
和
７
年
度
か
ら
市
内
の
学
童
保
育
10
施
設
す
べ
て
を
、
民
間
が
持
つ
ノ

ウ
ハ
ウ
を
活
用
す
る
た
め
委
託
の
準
備
を
進
め
ま
す
。

Ｑ
民
間
委
託
導
入
の
経
緯
は
。

Ａ
保
護
者
の
負
担
軽
減
や
支
援
員
が
保

育
に
専
念
す
る
た
め
で
す
。

Ｑ
委
託
後
、
支
援
員
の
雇
用
は
。

Ａ
希
望
者
は
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か

し
雇
用
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Ｑ
現
在
の
学
童
保
育
料
８
千
円
を
減
額

し
て
は
。

Ａ
県
下
で
は
、
３
千
円
か
ら
８
８
０
０

円
の
と
こ
ろ
が
あ
り
、
平
均
約

６
５
０
０
円
で
す
。
今
後
研
究
し
て

い
き
ま
す
。

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た
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目
指
そ
う
本
市
果
物
の
輸
出
拡
大
を　

Pick up
3◎

海
外
販
路
開
拓
支
援
委
託
料
（
１
３
６
９
万
５
千
円
）

　　

令
和
６
年
度
か
ら
２
ヵ
年
で
Ｊ
Ａ
な
ど
と
の
連
携
に
よ
り
果
樹
の
海
外

輸
出
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。
令
和
６
年
度
は
輸
出
に
向
け

た
調
査
、
準
備
フ
ェ
ー
ズ
。
令
和
７
年
度
は
テ
ス
ト
販
売
の
実
施
、
輸
出

拡
大
に
向
け
た
営
業
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
展
示
会
出
展
、
商
談
会
な
ど
へ

参
加
し
ま
す
。

Ｑ
農
産
物
の
販
路
拡
大
を
海
外
に
求
め

た
背
景
は
。

Ａ
海
外
か
ら
の
需
要
が
高
い
と
い
う
日

本
産
フ
ル
ー
ツ
を
新
た
な
市
場
と
し

て
開
拓
し
、
生
産
者
売
り
上
げ
の
向

上
を
目
指
す
た
め
に
、
こ
の
計
画
を

立
て
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。

Ｑ
輸
出
候
補
に
あ
が
っ
て
い
る
桃
以
外

の
農
産
物
は
。

Ａ
生
産
量
も
多
い
柿
を
中
心
に
考
え
て

い
ま
す
。

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

桃
プ
ラ
ス

Pick up
4◎

桃
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
（
50
万
円
）

　　

６
月
中
旬
か
ら
８
月
上
旬
に
、
桃
の
直
売
所
に
訪
れ
る
買
い
物
客
を
市

内
飲
食
店
な
ど
へ
誘
導
し
、
さ
ら
な
る
消
費
を
促
す
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
開
催
の
た
め
の
予
算
で
す
。

Ｑ
直
売
所
の
公
募
地
域
は
。

Ａ
市
内
全
域
か
ら
参
加
を
募
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
桃
の
購
入
金
額
や
飲
食
金
額
に
制
限

は
。

Ａ
設
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

Ｑ
市
民
の
参
加
は
。

Ａ
可
能
で
す
。

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

市の公式ＬＩＮＥページ
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ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
補
助
額

全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
！

Pick up
5◎

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
誘
致
促
進
補
助
金
（
３
０
０
万
円
）

　　

市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
で
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
を
行
う
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
と
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
の
団
体
を
対
象
と
し
た
補
助
制
度
を
新
設
し
ま
す
。
補
助
対

象
者
は
10
人
以
上
の
団
体
で
宿
泊
を
伴
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
５
千
円
×
宿
泊
延
べ
人
数
（
上
限
20
万
円
）

Ｑ
対
象
種
目
の
根
拠
は
。

Ａ
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
は
女
子
日
本
代
表
が

合
宿
し
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
実
業
団

の
大
会
の
開
催
実
績
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
市
内
の
宿
泊
先
は
。

Ａ
ル
ー
ト
イ
ン
紀
の
川
、
丸
浅
旅
館
、

大
池
荘
の
３
か
所
を
想
定
し
て
い
ま

す
。

Ｑ
補
助
要
件
の
昼
食
は
市
内
の
飲
食
店

だ
け
で
す
か
。

Ａ
市
内
の
弁
当
店
、
ス
ー
パ
ー
、
コ
ン

ビ
ニ
な
ど
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

おりひめジャパンの選手と一緒に

初
の
ド
ッ
グ
ラ
ン
誕
生
か
⁉

Pick up
6◎

都
市
公
園
管
理
運
営
事
業

　
　
　
　
　
　

設
計
委
託
料
（
８
７
６
万
７
千
円
）

　

粉
河
河
南
緑
地
公
園
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
プ
ラ
ン
（
ド
ッ
グ
ラ
ン
）
の
検
討

と
公
園
敷
地
の
整
地
な
ど
設
計
業
務
を
実
施
し
ま
す
。
整
備
は
令
和
７
年

度
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
自
然
や
景
観
を
活
か
し
た
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
プ
ラ

ン
を
検
討
す
る
予
定
で
す
。

Ｑ
今
の
公
園
の
維
持
管
理
費
用
は
。

Ａ
約 

５
０
０
万
円
か
か
っ
て
い
る
が

ド
ッ
グ
ラ
ン
に
す
る
と
約
２
０
０
万

円
の
費
用
に
な
り
ま
す
。
公
園
面
積

は
約
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
り
ま
す
が
、

半
分
に
な
る
予
定
で
す
。

Ｑ
ド
ッ
グ
ラ
ン
の
維
持
管
理
は
難
し
い

と
聞
い
て
い
る
。
国
土
交
通
省
に
返

還
し
て
は
。

Ａ
返
す
に
し
て
も
更
地
に
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
費
用
が
今
回
の
主

な
設
計
費
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た
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災
害
対
応
に
強
い
味
方
を
ゲ
ッ
ト
！　

Pick up
8

空
き
家
の
解
体
に
補
助
金　

Pick up
7

◎
総
合
防
災
支
援
シ
ス
テ
ム
導
入
（
４
２
９
８
万
８
千
円
）

　　

災
害
時
の
各
種
情
報
の
集
約
、
共
有
を
効
率
化
し
、
迅
速
な
災
害
対
応

に
つ
な
げ
る
た
め
、「
総
合
防
災
支
援
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
し
ま
す
。
収
集

し
た
情
報
を
地
図
や
ク
ロ
ノ
ロ
ジ
ー
（
時
系
列
表
示
機
能
）
に
集
約
し
、

災
害
対
策
本
部
で
共
有
し
ま
す
。　

◎
空
家
等
対
策
事
業
（
１
３
７
１
万
９
千
円
）

　　

不
良
と
判
定
さ
れ
た
空
き
家
の
除
却
に
要
す
る
費
用
の
４
／
５
、
上
限

１
０
０
万
円
を
補
助
し
ま
す
。

Ｑ
総
合
防
災
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

た
場
合
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

Ａ
こ
れ
ま
で
撮
影
し
て
き
た
画
像
や
位

置
情
報
に
つ
い
て
は
、
職
員
が
手
動

で
入
力
し
て
い
ま
し
た
。

　
　

 

今
後
は
撮
影
し
た
画
像
を
転
送
す
る

こ
と
で
自
動
的
に
地
図
上
に
位
置
が

表
示
さ
れ
、
ど
こ
で
ど
の
よ
う
な
災

害
が
起
き
て
い
る
か
が
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
表
示
さ
れ
ま
す
。

Ｑ
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
選
定
基
準
は
。

Ａ
操
作
が
し
や
す
く
、
画
像
デ
ー
タ
の
閲

覧
、
地
図
情
報
の
共
有
な
ど
シ
ン
プ
ル

で
使
い
や
す
い
も
の
を
選
び
ま
す
。

Ｑ
１
０
０
万
円
を
上
限
に
し
た
理
由

は
。

Ａ
解
体
費
用
の
半
分
程
度
で
な
け
れ
ば

除
却
は
進
ま
な
い
の
で
は
、
と
い
う

空
家
等
対
策
協
議
会
の
意
見
を
踏
ま

え
設
定
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
不
良
空
き
家
に
な
る
ま
で
待
た
れ
る

の
で
は
。

Ａ
空
き
家
の
適
正
管
理
は
所
有
者
の
自

己
責
任
で
対
応
す
る
こ
と
が
原
則
で

す
。
周
辺
環
境
の
改
善
や
公
益
性
の

高
い
案
件
は
早
い
段
階
で
の
除
却
を

進
め
る
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た
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案　　　件　　　名 結果

木
村　

芳
友 

大
田　

裕
之

上
野　

宗
彦

門　

 

眞
一
郎

大
谷 

さ
つ
き

並
松　

八
重

石
井　

仁 

中
村　

ま
き

仲
谷　

妙
子

阪
中　

晃

村
垣　

正
造

堂
脇　

光
弘

室
谷　

伊
則

榎
本　

喜
之

杉
原　

勲

竹
村　

広
明

舩
木　

孝
明

川
原　

一
泰

（わ）（わ）（清）（共）（公）（公）（共）（共）（清）（無）（清）（清）（公）（わ）（無）（清）（わ）（清）

議案第 25 号 　紀の川市人権尊重のまちづくり
条例の全部改正について 原案可決 ○ ○ ○ × ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第 27 号 　紀の川市国民健康保険税条例
の一部改正について 原案可決 ○ ○ ○ × ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第 39 号 　令和６年度紀の川市一般会計予
算について 原案可決 ○ ○ ○ × ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第 39 号　令和６年度紀の川市一般会計予
算に対する修正案 修正案否決 × × × ○ × × ○ ○ × × × × × × × × × －

議案第 41 号 　令和６年度紀の川市国民健康保
険事業勘定特別会計予算について 原案可決 ○ ○ ○ × ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第 43 号 　令和６年度紀の川市後期高齢者
医療特別会計予算について 原案可決 ○ ○ ○ × ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

【○・・・賛成　　×・・・反対　　－・・・議長　欠・・・欠席　　退・・・退席】   
※議長は採決に加わることはできません。ただし、賛否同数の場合は、議案の可決・否決を決めることができる「裁決権」があります。 
※（わ）・・・わかばクラブ　　（清）・・・清流会　　（公）・・・公明党　　（共）・・・日本共産党　　（無）・・・無所属

議案に対する議員の賛否一覧（賛否が分かれたものを掲載しています）

一般会計予算案に対する

後期高齢者医療特別会計予算案に対する 討　論討　論

討　論討　論
・「市政施行以来、史上２番目の大型予算
として約 330 億円を計上していること」

「これまで成果の良かった施策を引き継い
でいること」「将来を見据えて新たな取り
組みにも果敢に挑戦していること」の点
から躍動する紀の川市の予算であると高
く評価する。
・今後も財源の確保と歳出の削減に努めつ
つ、予算を執行し、真に市民のための行
政運営に取り組むことを強く要望する。

・団塊の世代の加入によって、今後も被保
険者数が伸びてくるが、対象者への親切・
丁寧な対応と医療費の抑制に向けた更な
る取り組み、そして健全な運営への一層
の努力を要望する。

・情報収集や調査、さまざまな連絡調整が
業務内容となる東京事務所の必要性に疑
問を感じることや職員不足のなか、３人
の職員派遣が適切な予算なのか。
・「桃源郷運動公園の基本構想」が完成さ
れていない状況で、「基本計画」策定費用
の計上は適切なのか。
・市民の税金で取り組む事業だ。本当に市
民のこと、市のことを考えた上での事業
であるならば、必要性を再度丁寧に考え、
予算を執行する必要がある。

・1 人当たり保険料は 10,234 円の負担増、
賦課限度額は現在 2024 年度で７万円増、
2025 年度で 14 万円増となる。高齢者に
際限ない保険料の値上げを押し付け、リ
スクの大きい 75 歳以上の高齢者を分離し
た保険制度に反対する。

原案に対する
賛成の主な理由

賛成の主な理由 反対の主な理由

修正案に対する
賛成の主な理由
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委員会活動報告
　各委員会では、議案の審査だけでなく、委員会に付託された市民生活に深く
関わることについて議会の閉会中も調査研究を行っています。
　最近の活動状況についてお知らせします。

全議員研修　　２月９日
・自治体議員のコンプライアンスについて
・情報セキュリティについて

議員に求められるコンプライアンスや、タブレッ
ト端末利用で注意すべきセキュリティ対策につ
いて理解を深めるため、講義を受けました。

産業建設常任委員会　　３月１３日
市道路線の認定及び廃止について所管事務調査を行いました。

請願第１号
「施設利用料の減免基準の見直し」の中止を求める請願

【請願事項】令和７年４月からの「施設使用料の減免基準の見直し」を
　　　　　 中止してください。

請願の主旨請願の主旨
　「生涯学習のまち紀の川市」を宣言し、これまで市民の生涯学習・生涯スポーツ
の応援を行ってきた。市民一人一人の生涯にわたる学習やスポーツの定着のみならず、
地域の連帯や地域力の向上につながっている。公益的活動に対する使用料を施設ご
とに減額、免除し、活動場所を提供してきたことは、各団体の継続的な活動を支え
てきました。
　これまで通り市民の生涯学習・生涯スポーツを応援し、文化とスポーツの振興を
推進していくべきである。

審査を行った結果、本会議で「採択」と決定されました。

採
択
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木村　芳友　議員（わかばクラブ）
◎フルーツ王国農業の活性化を求めて：

その2

大田　裕之　議員（わかばクラブ）
◎チャットＧＰＴなど生成ＡＩの行政活

用について 

中村　まき　議員（日本共産党）
◎健康を守るための工夫 

阪中　晃　議員（無所属）
○重点支援地方交付金の使い方につい

て 
○パブリックコメントについて 
◎東京事務所について

門　眞一郎　議員（日本共産党）
◎「紀の川市の桃」をクビアカツヤカミ

キリから守るために

いっぱん質問いっぱん質問
　一般質問とは、議員が市民の代表として、市の行政全般に対し、事業の執行状
況や政策方針などについて質問することで、政策の見直しや提言なども行います。

※  ◎の質問の概要を掲載しています。

一般質問の内容については、要旨のみ掲載していますが、QR コードから録画配信がご覧いただけます。
なお、原稿については、各質問者が投稿したものであり文責は質問者にあります。
くわしい内容を知りたい方は、会議録の閲覧ができますので議会事務局議事調査課まで
お問い合わせください。（TEL　0736-77-0860）

大谷　さつき　議員（公明党）
◎高齢者における見守り体制の強化とさら

なる環境改善を

舩木　孝明　議員（わかばクラブ）
◎本市の大規模災害における防災対策の

取り組みは 

榎本　喜之　議員（わかばクラブ）
◎市道改良を進めていく時の考え方は

並松　八重　議員（公明党）
◎プラスチックごみ削減と熱中症予防につ

ながる給水スポットの設置を 
○自治区活性化の支援について
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Ｑ　
桃
で
は
全
国
で
初
め
て
地
理
的
表
示

保
護
制
度
に
登
録
さ
れ
た
あ
ら
か
わ
の

桃
に
続
く
果
実
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
い

て
考
え
は
。

Ａ　
紀
の
川
市
の
主
要
品
目
で
あ
る
桃
、

柿
、
キ
ウ
イ
、
イ
チ
ジ
ク
、
柑
橘
類
、

イ
チ
ゴ
な
ど
に
つ
い
て
は
販
売
促
進
や

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
な
ど
を
行
い
、
紀
の

川
市
産
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
の
認
知
向

上
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

Ｑ　
農
産
物
加
工
業
者
の
誘
致
促
進
に
つ

い
て
の
進
捗
状
況
は
。

Ａ　
誘
致
企
業
の
検
討
に
先
立
ち
、
関
東

地
区
か
ら
九
州
地
区
で
食
品
製
造
、
食

品
卸
、
飲
食
料
品
小
売
り
及
び
飲
食
業

な
ど
を
営
む
企
業
に
対
し
、
市
内
進
出

や
市
産
果
物
の
活
用
に
関
す
る
調
査
を

実
施
し
、
そ
の
な
か
で
興
味
を
示
す
企

業
に
対
し
年
間
５
社
程
度
訪
問
活
動
を

行
っ
て
い
る
。

Ｑ　
ハ
ッ
サ
ク
の
果
皮
に
多
く
含
ま
れ
る

オ
ー
ラ
プ
テ
ン
や
ナ
リ
ン
ギ
ン
の
知
的

財
産
権
の
取
得
や
活
用
は
。

Ａ　
こ
れ
ら
成
分
の
効
能
や
効
果
に
つ
い

て
は
研
究
論
文
な
ど
の
公
開
を
経
て
研

究
者
及
び
研
究
機
関
に
お
い
て
知
的
財

産
権
を
取
得
さ
れ
て
い
る
。
今
後
は
オ

ー
ラ
プ
テ
ン
成
分
を
活
用
し
た
商
品
開

発
及
び
市
場
展
開
や
材
料
と
な
る
加
工

用
ハ
ッ
サ
ク
の
確
保
な
ど
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
参
画
す
る
事
業
体
そ
れ
ぞ
れ
の

強
み
を
活
か
し
た
展
開
を
目
指
し
、
本

市
と
し
て
は
市
産
ハ
ッ
サ
ク
の
付
加
価

値
向
上
並
び
に
規
格
外
品
の
活
用
に
よ

る
経
済
効
果
を
目
指
し
取
り
組
み
た
い

と
考
え
て
い
る
。

６
次
産
業
化
の
推
進
で

さ
ら
に
儲
か
る
農
業
の
実
現
を

チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
な
ど

生
成
Ａ
Ⅰ
の
行
政
活
用
に
つ
い
て

Ｑ　
導
入
す
る
こ
と
で
職
員
一
人
ひ
と
り

に
秘
書
が
つ
く
よ
う
な
感
覚
。

　
　

 

生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
は
将
来
的
に
業
務

の
効
率
化
や
革
新
に
寄
与
す
る
可
能
性

が
あ
る
が
、そ
の
過
程
で
の
慎
重
な
計

画
策
定
と
リ
ス
ク
管
理
が
不
可
欠
。本

市
で
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
は
。

Ａ　
生
成
Ａ
Ｉ
活
用
に
関
す
る
目
標
は
、

行
政
事
務
を
効
率
化
し
、市
民
の
た
め

の
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
改
善
す
る
こ
と
。

　
　

 

令
和
６
年
度
早
々
に
生
成
Ａ
Ｉ
の
利

用
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
す

る
予
定
。安
全
性
が
確
保
さ
れ
た
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
、職
員
が
生
成
Ａ
Ｉ
を
利

用
で
き
る
環
境
を
提
供
し
、市
民
へ
の

お
知
ら
せ
用
文
書
の
作
成
や
ス
ピ
ー
チ

原
稿
作
成
な
ど
で
活
用
す
る
こ
と
を
検

討
し
て
い
る
。

Ｑ　
教
育
委
員
会
の
所
見
は
。

Ａ　
児
童
生
徒
に
は
、自
分
の
頭
で
考
え
、

自
ら
答
え
を
導
き
出
そ
う
と
す
る
力
、

正
し
い
知
識
を
も
っ
て
自
分
で
考
え
、

真
偽
を
判
断
す
る
力
を
身
に
付
け
る
こ

と
が
重
要
。そ
の
力
を
付
け
て
い
け
る

よ
う
取
り
組
む
と
と
も
に
、生
成
Ａ
Ｉ

の
活
用
に
向
け
て
国
の
動
向
を
注
視
し

検
討
す
る
。

Ｑ　
書
か
な
い
窓
口
の
実
施
な
ど
Ｄ
Ｘ
推

進
が
進
ん
で
き
た
。企
業
と
の
連
携
が

進
め
ば
、市
も
よ
り
発
展
す
る
と
期
待

す
る
。民
間
企
業
と
の
連
携
は
。

Ａ　
地
域
活
性
化
起
業
人
制
度
を
活
用
し
、

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
株
式
会
社
か
ら
１
名
派

遣
い
た
だ
き
、デ
ジ
タ
ル
推
進
監
と
し

て
市
の
Ｄ
Ｘ
推
進
に
協
力
を
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
。引
き
続
き
デ
ジ
タ
ル
推

進
監
と
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
を
進
め
て
い
く
。

木村　芳友

大田　裕之
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中村　まき

誰
で
も
参
加
し
や
す
い

健
康
づ
く
り
の
た
め
に

東
京
事
務
所
に
つ
い
て

Ｑ　
運
動
や
健
診
の
受
診
な
ど
に
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
（
動
機
付
け
）
を
つ
け
る
こ

と
が
、
健
康
づ
く
り
の
き
っ
か
け
づ
く

り
や
継
続
の
た
め
の
動
機
に
つ
な
が
る

と
い
う
エ
ビ
デ
ン
ス
（
科
学
的
根
拠
）

が
得
ら
れ
、「
健
康
（
幸
）
ポ
イ
ン
ト
」

が
全
国
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　

 

国
民
健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
の
給
付
費
や
介
護
給
付
費
な
ど
の

今
後
の
見
込
み
は
。

Ａ　
国
民
健
康
保
険
は
医
療
給
付
費
の
総

額
は
減
少
、
一
人
当
た
り
の
費
用
額
は

高
齢
化
な
ど
に
よ
り
増
加
、
ま
た
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
は
被
保
険
者
数
の
増

加
・
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
増
加
す
る
と

見
込
ま
れ
る
。

　
　

介
護
給
付
費
は
令
和
17
年
度
で
約
72

　

 

億
１
０
０
０
万
円
、
令
和
22
年
度
で
約

74
億
３
０
０
０
万
円
と
見
込
ま
れ
る
。

Ｑ　
医
療
や
介
護
の
給
付
費
の
増
加
を
ど

う
捉
え
る
の
か
。

Ａ　
高
齢
化
に
よ
り
、
保
険
給
付
費
の
増

加
は
避
け
ら
れ
な
い
が
、
給
付
費
の
削

減
に
向
け
た
検
討
は
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　
今
や
電
話
や
メ
ー
ル
・
ネ
ッ
ト
で
東

京
の
情
報
が
簡
単
に
取
れ
、ま
た
２
～

３
時
間
で
上
京
で
き
る
昨
今
、
京
奈
和

関
空
連
絡
道
路
の
早
期
着
工
を
目
指
す

市
長
の
思
い
は
あ
る
に
し
て
も
、
東
京

　

 

事
務
所
は
、
各
県
が
、
ま
た
人
口
20
万

人
以
上
の
中
核
市
・
政
令
指
定
都
市
な

ど
が
設
置
し
て
い
る
な
か
、職
員
３
人
、

３
０
０
０
万
円
近
く
の
費
用
を
か
け
、

人
口
６
万
人
の
当
市
が
設
置
を
決
断
し

た
経
緯
な
ら
び
に
目
的
は
。

Ａ　
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
当
市
の
発

展
に
向
け
事
業
や
政
策
を
展
開
し
て
い

く
う
え
で
、行
財
政
運
営
を
効
率
よ
く

推
進
す
る
こ
と
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
国
か
ら
の
予
算
獲
得
に

向
け
て
、
最
前
線
に
お
け
る
情
報
収
集

が
大
変
重
要
で
あ
る
。一
つ
目
と
し
て
、

省
庁
か
ら
い
ち
早
く
貴
重
な
情
報
を
得

て
迅
速
な
行
財
政
運
営
を
展
開
す
る
た

め
の
情
報
収
集
や
資
料
収
集
及
び
調
査

業
務
。
二
つ
目
と
し
て
ス
ム
ー
ズ
な
陳

情
や
要
望
活
動
が
行
え
る
よ
う
、
省
庁

や
そ
の
他
機
関
及
び
和
歌
山
県
選
出
国

会
議
員
と
の
連
絡
調
整
業
務
。
三
つ
目

と
し
て
京
奈
和
関
空
連
絡
道
路
の
整
備

Ｑ　
ア
プ
リ
や
カ
ー
ド
を
活
用
し
た
取
り

組
み
を
導
入
し
て
は
。

Ａ　
市
民
一
人
ひ
と
り
が
健
康
意
識
を
高

め
、
主
体
的
に
健
康
づ
く
り
を
実
践
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ア
プ
リ
や
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
の
導
入
に
つ
い
て
は
い
い

も
の
は
取
り
入
れ
、
継
続
で
き
る
よ
う

な
も
の
を
検
討
し
、
市
民
の
健
康
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　

 
ス
マ
ホ
を
使
え
な
い
人
も
カ
ー
ド
な

ど
を
併
用
し
て
い
け
な
い
か
検
討
し
て

い
き
た
い
。

促
進
に
か
か
る
陳
情
・
要
望
活
動
及
び

連
絡
調
整
業
務
。
四
つ
目
と
し
て
首
都

圏
で
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
や
シ
テ
ィ
ー

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
連
絡
調
整
業

務
。
五
つ
目
が
雇
用
創
出
の
振
興
に
よ

る
新
た
な
企
業
誘
致
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
に
か

か
る
連
絡
調
整
業
務
な
ど
を
予
定
し
て

い
る
。

　
　

 

ま
ず
は
情
報
収
集
を
行
い
、
省
庁
や

関
係
機
関
と
の
パ
イ
プ
を
太
く
す
る
こ

と
を
念
頭
に
置
き
、「
紀
の
川
市
東
京
事

務
所
」
を
出
発
さ
せ
て
い
こ
う
と
思
っ

て
い
る
。

阪中　晃
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Ｑ　
本
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
約
８
割
を

桃
が
占
め
て
い
る
。ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ

ミ
キ
リ
か
ら
、桃
を
守
る
た
め
質
問
す

る
。本
市
の
農
業
生
産
額
の
う
ち
桃
が

占
め
て
い
る
割
合
は
。

Ａ　
農
業
産
出
額
に
な
る
が
、約
24
％
で

す
。

Ｑ　
本
市
の
桃
の
木
の
本
数
は
。

Ａ　
把
握
し
て
い
な
い
。

Ｑ　
桃
農
地
面
積
か
ら
推
定
す
る
と
約

10
万
本
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

 

昨
年
度
の
被
害
状
況
と
対
策
は
。

Ａ　
令
和
４
年
度
の
桃
の
被
害
は
、20
園

地
で
66
本
。

　
　

 

那
賀
地
方
病
害
虫
防
除
対
策
協
議
会

で
農
地
を
巡
視
し
、幼
虫
の
発
見
に
努

め
、抑
制
効
果
が
出
て
い
る
。

　
　

 

被
害
樹
木
は
、県
と
市
で
補
助
を
行

い
、
伐
採
・
抜
根
・
ネ
ッ
ト
被
覆
を
実

施
。

　
　

 

産
卵
時
期
、成
虫
の
発
生
時
期
の
６

月
中
旬
か
ら
８
月
中
旬
に
薬
剤
散
布
に

よ
る
一
斉
防
除
の
啓
発
を
行
う
。

Ｑ　
市
長
は
現
状
を
ど
う
受
け
止
め
る
か
。

Ａ　
被
害
が
増
え
て
い
る
状
況
に
危
機
感

を
感
じ
て
い
る
。広
報
や
ポ
ス
タ
ー
な

ど
で
広
く
市
民
に
知
ら
せ
、情
報
提
供

を
い
た
だ
き
た
い
。

Ｑ　
予
防
対
策
事
業
を
実
施
す
る
た
め
に

も
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
て
、
思

い
切
っ
た
予
算
措
置
を
。

Ａ　
桃
は
市
の
経
済
・
活
性
化
を
は
か
る

う
え
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
作
物

で
あ
り
、被
害
軽
減
を
は
か
る
対
策
が

重
要
。効
果
的
な
予
防
対
策
方
法
が
見

つ
か
れ
ば
、市
と
し
て
も
取
り
組
み
た

い
。

「
紀
の
川
市
の
桃
」
を

ク
ビ
ア
カ
か
ら
守
る
に
は

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
見
守
り
事
業
の
確
立
を

Ｑ　
孤
独
・
孤
立
を
巡
る
原
因
は
、
独
居

世
帯
の
増
加
や
近
隣
・
家
族
関
係
の
希

薄
化
、
病
気
な
ど
が
背
景
に
挙
げ
ら
れ

深
刻
で
顕
在
化
し
て
い
る
。
家
族
と
の

死
別
や
、
一
人
暮
ら
し
が
始
ま
る
と
い

っ
た
大
き
な
環
境
変
化
が
起
き
た
時
に

孤
独
を
感
じ
る
。
孤
独
感
は
誰
に
で
も

起
こ
り
得
る
。
そ
の
時
に
相
談
相
手
が

手
助
け
と
な
る
が
、
見
守
り
協
定
を
し

て
い
る
民
間
事
業
者
の
状
況
は
。

Ａ　
県
は
Ｊ
Ａ
を
始
め
14
の
企
業
・
団
体

で
、本
市
は
、日
本
郵
便
と(

株)

ラ
イ
フ

ィ
ッ
ト
「
移
動
カ
フ
ェ
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
」

の
２
社
と
協
定
し
て
い
る
。
郵
便
局
の

窓
口
に
、
認
知
症
と
思
わ
れ
る
高
齢
者

が
頻
繫
に
来
局
の
情
報
提
供
が
あ
り
、

本
市
が
対
応
し
た
こ
と
が
あ
る
。

Ｑ　
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
事
業
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
活
用
状
況
は
。

Ａ　
ペ
ン
ダ
ン
ト
型
の
緊
急
通
報
シ
ス
テ

ム
は
２
５
８
台
設
置
し
、年
間
利
用
実

績
１
２
４
回
の
内
５
件
が
救
急
車
で
病

院
に
搬
送
し
た
。通
信
機
能
付
き
電
球

の
事
業
は
開
始
し
た
ば
か
り
で
16
件
設

置
し
て
い
る
。両
方
は
利
用
で
き
ず
、ど

ち
ら
か
の
利
用
と
な
る
。

Ｑ　
孤
独
・
孤
立
対
策
推
進
法
が
施
行
さ

れ
る
。
県
の
見
守
り
事
業
に
登
録
し
て

い
る
「
岸
宮
ふ
れ
あ
い
見
守
り
隊
」
の

25
名
の
皆
さ
ん
は
、
地
域
住
民
と
知
恵

を
出
し
合
い
、
毎
月
、
見
守
り
活
動
の

報
告
を
し
て
い
る
。
重
層
的
か
つ
見
守

り
に
特
化
し
た
市
独
自
の
見
守
り
事
業

の
創
設
を
し
て
は
。

Ａ　
高
齢
者
の
孤
立
を
防
ぐ
こ
と
は
重
要

で
あ
る
。
既
存
の
制
度
を
さ
ら
に
充
実

さ
せ
な
が
ら
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
模

索
し
て
い
く
。

見守り事業 大谷　さつき

門　眞一郎
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センターラインの無い幹線市道

本
市
の
大
規
模
災
害
に
お
け
る

防
災
対
策
の
取
り
組
み
は

自
治
区
外
の
意
見
で
も
市
道
改
良
を

Ｑ　
地
震
で
の
死
亡
率
は
木
造
住
宅
の
倒

壊
が
高
い
が
、
本
市
の
倒
壊
対
策
は
。

Ａ　
国
・
県
の
補
助
金
を
活
用
し
、
住
宅

耐
震
診
断
と
耐
震
改
修
を
実
施
し
、
現

在
、
本
市
の
耐
震
改
修
促
進
計
画
に
基

づ
き
耐
震
化
の
啓
発
に
努
め
て
い
る
。

Ｑ　
学
校
、
保
育
園
で
地
震
が
発
生
し
た

時
の
市
の
対
策
は
。

Ａ　
児
童
生
徒
が
在
校
中
に
震
度
５
弱
以

上
の
地
震
が
発
生
し
た
時
は
、
学
校
に

待
機
さ
せ
、保
護
者
の
お
迎
え
を
待
つ
。

　
　

 

各
保
育
施
設
で
は
、
震
度
５
弱
以
上

の
地
震
が
発
生
し
た
時
は
、
園
で
待
機

し
、速
や
か
に
お
迎
え
を
お
願
い
す
る
。

Ｑ　
災
害
時
の
１
次
避
難
所
、
２
次
避
難

所
、
要
配
慮
者
避
難
所
の
対
応
は
。

Ａ　
１
次
・
２
次
合
わ
せ
て
最
大
52
か
所

の
避
難
所
を
開
設
す
る
。
２
次
避
難
所

と
な
る
福
祉
避
難
所
と
し
て
は
３
か
所

あ
る
。

Ｑ　
県
内
で
は
７
市
町
で
災
害
時
の
事
前

復
興
計
画
を
策
定
し
て
い
る
が
、
本
市

は
。

Ｑ　
市
道
改
良
の
考
え
方
は
。

Ａ　
基
本
的
に
２
車
線
の
幹
線
道
路
に
関

し
て
は
市
が
主
導
で
改
良
を
進
め
、
そ

の
他
道
路
に
つ
い
て
は
地
域
の
こ
と
を

一
番
把
握
し
て
い
る
地
域
か
ら
の
意
見

を
区
長
に
集
約
し
て
い
た
だ
き
、
区
長

要
望
と
し
て
進
め
て
い
る
。

Ｑ　
当
該
自
治
区
以
外
の
方
か
ら
の
意
見

を
相
談
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
区
長
要

望
で
出
し
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

そ
の
場
所
は
自
治
区
の
境
目
に
位
置
し
、

す
ぐ
に
区
民
の
同
意
を
得
る
こ
と
は
難

し
い
と
な
っ
た
。

　
　

 

区
長
要
望
を
も
と
に
受
動
的
に
改
良

を
行
っ
て
お
り
、
す
べ
て
の
要
望
に
応

え
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
状
況
で
あ

る
が
、
市
が
能
動
的
に
動
く
こ
と
に
よ

っ
て
タ
イ
ム
リ
ー
に
対
応
で
き
る
の
で

は
。

Ａ　
地
元
か
ら
の
区
長
要
望
を
優
先
し
進

め
て
い
る
が
、
自
治
区
を
ま
た
ぐ
道
路

の
改
良
、
ま
た
は
自
治
区
以
外
か
ら
他

の
自
治
区
へ
の
要
望
な
ど
に
つ
い
て
は
、

市
と
関
係
区
長
が
情
報
共
有
し
、
必
要

に
応
じ
て
連
名
で
要
望
し
て
い
た
だ
き

Ａ　
本
市
で
は
策
定
し
て
い
な
い
が
、
事

前
に
復
興
の
基
本
方
向
を
明
確
に
し
て

お
く
こ
と
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
、
今

後
研
究
し
て
い
く
。

Ｑ　
本
市
の
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
防

災
対
策
に
つ
い
て
、
市
長
の
考
え
は
。

Ａ　
過
去
の
経
験
を
無
駄
に
せ
ず
職
員
体

制
を
強
化
し
、
市
民
、
地
域
、
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
に
努
め
て
い
く
。

進
め
て
い
る
。

Ｑ　
今
の
状
況
で
は
受
動
的
に
な
ら
ざ
る

を
得
な
い
の
か
と
も
思
う
が
、
優
先
度

を
判
断
し
な
が
ら
能
動
的
に
改
良
に
動

け
る
市
で
あ
っ
て
ほ
し
い
が
。

Ａ　
区
民
以
外
の
意
見
に
つ
い
て
も
、
現

地
を
確
認
の
上
、
必
要
性
を
考
慮
し
関

係
区
長
と
協
議
し
て
い
く
。

舩木　孝明

榎本　喜之
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地
球
温
暖
化
防
止
対
策
に

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

Ｑ　
近
年
、世
界
の
平
均
気
温
が
上
昇
し
、

地
球
温
暖
化
が
進
ん
で
い
る
。
国
は

２
０
５
０
年
度
ま
で
に
、Ｃ
Ｏ
 ²
を
は
じ

め
と
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
実

質
ゼ
ロ
を
目
指
す
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
宣
言
」
を
行
っ
て
い
る
。「
紀
の

川
市
地
球
温
暖
化
防
止
実
行
計
画
」
を

策
定
し
、取
り
組
ん
で
い
る
が
、市
民
・

事
業
者
な
ど
へ
の
周
知
・
啓
発
が
必
要

で
は
。

Ａ　
市
は
事
業
所
と
し
て
、
Ｃ
Ｏ
   2

排
出

量
削
減
に
取
り
組
み
、
２
０
１
３
年
度

排
出
量
と
比
べ
る
と
、
２
０
２
２
年
度

は
マ
イ
ナ
ス
38
％
の
効
果
が
出
て
い
る
。

　
　

 

定
例
議
会
で
市
長
は
「
２
０
５
０
年

度
ま
で
に
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
実
質

ゼ
ロ
を
目
指
す
」
と
表
明
さ
れ
た
。
地

球
温
暖
化
防
止
対
策
の
手
法
な
ど
に
つ

い
て
の
市
民
・
事
業
者
へ
の
啓
発
は
広

報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
、
引
き

続
き
情
報
発
信
し
て
い
く
。

Ｑ　
石
油
か
ら
作
ら
れ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

は
大
量
に
生
産
消
費
、
廃
棄
さ
れ
る
た

め
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
に
よ
る
環
境
汚

染
や
Ｃ
Ｏ
 ²
が
発
生
す
る
。
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
製
品
で
あ
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
分

別
回
収
さ
れ
て
い
る
が
、
排
出
量
は
増

加
し
て
い
る
。
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に

つ
な
が
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
使
用
量
を
減

ら
し
熱
中
症
予
防
対
策
と
し
て
も
有
効

で
あ
る
、
マ
イ
ボ
ト
ル
専
用
の
給
水
ス

ポ
ッ
ト
を
公
共
施
設
な
ど
へ
設
置
し
て

は
。

Ａ　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
減
量
に
つ
な

が
る
マ
イ
ボ
ト
ル
の
利
用
の
普
及
啓
発

は
有
効
な
手
段
の
一
つ
で
あ
る
が
、調

査
・
研
究
し
検
討
を
行
う
。

マイボトル専用給水機 並松　八重

ご意見・ご感想を
お聞かせください

議会のインターネット配信

　紀の川市議会では、議会広報紙「未来へ」を年４
回発行しています。議会を身近に感じられる広報紙
となるよう、皆様の声をお聞かせください。いただ
いたご意見は、今後の編集に活かしていきます。

感想などを記入し、専用フォーム（右記
QR コード、または下記 URL）、もしく
は郵送、メールでご提出ください。

URL：https://logoform.jp/f/XMJ9t

　本会議の録画映像をインターネットで配信して
います。議会ホームページや、右の QR コードか
らぜひご覧ください。

〒 649-6492 紀の川市西大井 338 番地
 紀の川市議会広報特別委員会あて

e-mail：k010200-001@city.kinokawa.lg.jp

回 答 方 法

次回６月定例会

本会議の録画映像はこちらから
※午前９時３０分開会予定です。なお、日程は変更することがあります。

専用フォーム

日 月 火 水 木 金 土
5/26 27 28 29 30 31 6/1

本会議
（開会）

2 3 4 5 6 7 8

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問・
質疑・付託）

9 10 11 12 13 14 15
予算決算

（総務文教
分科会）

・総務文教
常任委員会

予算決算
（厚生分科会）

・厚生
常任委員会

16 17 18 19 20 21 22
予算決算

（産業建設
分科会）

・産業建設
常任委員会

予算決算
常任委員会

23 24 25 26 27 28 29

本会議
( 閉会）
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答　弁 答　弁

その後 その後

若すぎるのでは？

できるだけ幅広く 教育相談員を増員！

不登校の対応は

　幅広い多様な人材を求めるために、市職員採用
試験の年齢上限を２５歳から引き上げてはどうか。

　長期的に安定した行政サービスを提供するた
め、職員の年齢構成やキャリア育成、経験年数な
どを毎年考慮し決定している。今後も検討してい
きたい。

　不登校の解消に向け、県所管の教育相談員を各学
校に配置し取り組んでいる。また、市の教育相談員
の勤務日数を増やし、適応指導教室の増設も検討し
ている。

　増加傾向の不登校児童生徒の支援を充実するた
め、教育相談員の配置人数を増員し、家庭訪問など
も予定しています。
　令和５年度３名→令和６年度５名

　全国的に不登校が増え続け、本市でも年々増加
傾向にある。今後もっと教育部、関係機関で継続
的に不登校問題の解決に取り組んでいただきた
い。

  令和５年度からテストセンター方式を導入し、全国
から多くの方に採用試験を受けてもらえるようにし
ました。
　５年度は年齢を２９歳まで引き上げましたが、今
後もその年にあった受験対象年齢を検討し、幅広く
人材確保に努めていきたいと考えています。

追 

跡あの質問、どうなったの？
ちょっとおしえて！
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市
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
令
和
６

年
度
一
般
会
計
予
算
の
総
額
は

３
３
０
億
円
。
予
算
書
や
そ
の
説

明
書
は
合
計
２
６
５
ペ
ー
ジ
で
、

議
員
は
こ
れ
ら
に
基
づ
い
て
質
疑

を
準
備
し
ま
す
。

　

審
査
し
た
予
算
小
委
員
会
（
９

名
）
は
、
合
計
４
日
間
、
延
べ
15

時
間
30
分
を
か
け
て
質
疑
や
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。
小
委
員
会

の
最
終
盤
に
は
、
予
算
の
修
正
案

を
出
す
の
か
、
そ
れ
と
も
賛
成
し

つ
つ
附
帯
決
議
を
つ
け
る
の
か
が

焦
点
に
。
予
算
小
委
員
会
→
予
算

決
算
常
任
委
員
会
→
本
会
議
と
審

査
を
重
ね
て
、
最
終
的
に
原
案(

市

長
提
案)

可
決
＋
附
帯
決
議
と
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「『
施
設
利
用
料
の
減
免

基
準
の
見
直
し
』
の
中
止
を
求
め

る
請
願
」
を
全
会
一
致
で
採
択
し

ま
し
た
。
市
政
に
対
す
る
請
願
が

全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
る
の
は
、

５
町
合
併
後
す
ぐ
の
議
会
で
の
“
粉

河
・
那
賀
地
域
に
も
巡
回
バ
ス
を

走
ら
せ
て
ほ
し
い
”
と
い
う
請
願

な
ど
で
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
号
か
ら
、
読
者
の
皆
様
の
ご

意
見
を
い
た
だ
く
「
専
用
フ
ォ
ー

ム
」（
18
ペ
ー
ジ
参
照
）
を
設
け
ま

し
た
。
ぜ
ひ
、
お
声
を
聞
か
せ
て

く
だ
さ
い
。  

　

今
議
会
も
、
頑
張
っ
た
つ
も
り

で
は
あ
り
ま
す
が
、
市
民
の
期
待

に
応
え
る
議
会
活
動
に
な
っ
て
い

る
で
し
ょ
う
か
。

（
石
井　

仁
）


